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1 は じ が き

大型循環扇は菌茸類,施設園芸 ,花丼などには積極的に

導入されて,様々な効果が認められており,養蚕において

も族中保護に重点をおいた導入が図られている。

ここでは,大型循環扇により発生する循環気流の環境調

節機能について2,3の知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

(1)循環気流による温度較差の是正効果調査

供試 した循環扇は北芝電気株式会社製ZS‐ 605ASであ

り,直径60初のファンをもち最大風量 130″ /分 ,使用電

力250W/hである。それに風量調整装置を装備 したもの

を室用中央 ,上向き,最大風量で使用した。

温度較差是正効果調査はウレタン処理蚕舎内において 室

内の温度を循環扇稼動前後に測定し,垂直分布を比較した。

なお,実施時期は1983年 8月 上旬 ,温度測定は千野製作所

製プロコスⅦ (20セ ンサー)を用いた。

●)循環気流による暖房時の省エネルギー効果調査
断熱効果の異なる蚕舎 (軽量鉄骨蚕舎 ,ウ レタン断熱材

処理蚕舎)において,暖房時に循環気流を発生させた場合

の省エネ効果を調査した。使用した暖房機は,最大発熱量

4,570kCalの ものを3台ずつ2つの蚕舎に設置した。 なお,実
施時期は1983年 5月下旬,温度の測定方法は(1)と同様である。

(0 -段飼育における蚕座熱の抑制効果調査
蚕の飼育時における蚕座熱の抑制効果について,循環気

流が蚕座へ流入するlXと流入しない区を設け,蚕座熱の比

較を行ない,更に繭質についても調査を行った。なお実施

時期は初秋蚕期 ,供誠蚕品種は錦秋×鐘和を用い, 1日 2

回給桑 ,無除沙とし,ウ レタン断熱材処理室で一区5,000

頭で飼育を行なった。

3 結果及び考察

(1)循環気流による温度較差の是正効果 (表 1,表 2)

ウレタン処理蚕舎内の屋根裏直下からコンクリート床面

までの温度を測定した結果,循環気流発生下においては ,

高さによる温度較差が無気流状態と比べ約1/2に減少し,変

動係数(CV%)も平均で約3%減少し, 最高,最低温

度の幅も減少した。このことから,循環扇気流により室内

の高さによる温度較差が是正され,特に最高温度が気流に

より低下する傾向がみられた。

表 2 無気流状態における蚕舎内温度
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(2)循環気流による暖房時の省エネルギー効果調査 (表 3)

断熱効果が高く保温能力の大きいウレタン断熱材処理蚕

舎と保温能力の小さい軽量鉄骨蚕舎において暖房を行い併

せて循環扇を稼動させた場合の保温効果について,,レ タ
ン室,軽量鉄骨蚕舎ともに循環気流のため,高さによる温

度較差が解消され,その省エネ効果 (気流による実質暖房

温度)も ウレタン室で116%,軽 量鉄骨蚕舎で126%と 断

熱効果の低い蚕舎の方が,温度較差の是正により熱効率が

高まることが認められた。

表 1 循環扇稼動時の蚕舎内温度
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表3 暖房時の循環扇使用による省エネ‐7J果 (計積1値 )

TOTAL

“

)一段飼育における蚕座熱の抑制効果調査 (表 4)
蚕の飼育の際に夏秋期に特に問題となる蚕座熱の抑制効

果について検討した結果,5令期間を通して気流流入区の
方が無気流区よりも蚕座温度が低く,室温と比較しても気
流流入区の方は室温よりもわずかに低く,逆に無気流区で
は約 3℃ ほど高かった。特に,蚕沙が堆積し,座熱の発生
しやすい5令後期ではその傾向力級者にみられたことから,

気流による蚕座熱の抑制効果が認められた。なお,繭質へ

の影響については,気流流入区においては蚕座熱の抑制効
果により,5令経過が無気流区よりも延長し,繭重も増加
した。更に,健康度 (減蚕歩合,化蛹歩合)も向上したこ

とから,収繭量も増加した。なお,繭質への影響について

は単に蚕座熱の抑制効果による影響だけではなく,蚕体へ

の気流接触による好影響もあるものと思われた。

以上の結果から,蚕舎において循環気流を発生させるこ

とにより,室内の高さによる温度較差が是正されることが

わかり,それについて熱効率の高い蚕舎はもとより,熱働
率の低い蚕合においても暖房向率の向上が図られることが

認められた。更に,蚕座への気流流入による蚕座熱の抑制

効果も高いことから,循環気流による副次的な環境調節能

力が見出されたものと考えられた。
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